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「樹齢の求め方私案」 

NPO 法人日本ビオトープ協会

技術委員長 直木 哲

1．いきさつ

日頃の仕事で現場に大きな樹木があると、樹齢を聞かれることがままある。個人として

も強い関心はあるが、その土地の気象条件や有効土壌の厚さや肥沃さ、平坦か斜面地か、

斜面の方位は、樹種が成長の早い木か遅い木か、など関係する条件も多く、なかなか正確

な答えは出ない。樹木学事典（堀大才編著、講談社、2018年）では立木の樹齢推定で年輪

による樹齢推定、幹の太さからの推定、樹高からの推定、切株の年輪数からの推定、成長

錘コアの推定、枝の切断面からの推定、枝節の段数による推定、文献・伝承からの推定、

年輪年代学による推定、放射性同位元素による推定が書かれている。その中でヨーロッパ

では、冷温帯・亜寒帯の高木性樹木の平均年輪幅は 4mm 程度とされており、大雑破な樹齢

推定の時に利用されていると記述がある。自分も大径木では 3～4mm で計算して樹皮の厚さ

を加えて算出することが多い。 

2年ほど前に首都圏の 2,000本以上古くからの樹木が茂る案件で「100年以上の樹は何本

程度あるであろうか」との質問を受けた。針葉樹、常緑広葉樹、落葉広葉樹と樹種も多様

で数も多くあり、時間、労力からみて成長錘で測ることも困難である。多少大雑破でも何

らかの根拠に基づく推定方法はないかと思案した。 

2．最新樹木根系図説 

最新樹木根系図説（苅住曻著、誠文堂新光社、2010）は各論編で樹木数 562本の根系を

載せている。樹木医的な仕事で報告書を書くとき参考に見ることがあり、あることに気が

ついた。著者は根系観察のため、根を大きく掘って調査を行なうため、その樹を生かすこ

とは難しく、伐採することになる。そのため、目通り、樹高と共に年輪数＝樹齢が記され

ていた。瞬間的にこれを利用すれば何らかの答えを導き出せるのではと思った。

3．樹種のピックアップと回帰式 

 最新根系図説より、案件にある樹種、関東地方にある樹種を主にピックアップした。樹

の樹高、胸高直径、表皮厚（推定で記載）、胸高の半径、樹齢、年輪幅を表にした（表 1）。

根系図説では目黒の林業試験場と群馬県の子根山国有林が多くあった。しかし樹齢 30年か

ら 80年程度が多く、100年以上の樹が少ないため、個別に 100年を越える樹で、樹齢のは

っきりしている樹（推定ではない）を探し記載した。そして樹齢と胸高半径の回帰式を求

めた（図 1）。 
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表 1 樹種と規格・樹齢 
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4．日本橋川護岸緑化の開発と実施経緯 
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            図 1 樹齢と幹半径の回帰式 
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4．回帰式について 

 図 1のように回帰式を求め、R2＝0.7873を表示した。Rは相関係数であり√で求めると

R＝0.8873となる。相関係数としては強い相関がある値である。R2は決定係数であり、0.8

に近く説明力は高いといえる。つまりかなり精度の高い数式と言える。100年以上の事例が

増えれば更に精度は上がると推測される。 

      

表 2 相関係数の値と強さの目安 

 

              表 3  R2は決定係数 

 

５．樹齢 100 年の目通り周 

 回帰式は ｙ＝0.3846ｘ－3.091であり、ｙ＝100を入れると 

      100＝0.3846ｘ－3.091→ｘ＝268mm（幹半径） 

      幹直径＝幹半径×2＋20（表皮厚）＝556mm 

      目通り周＝556×3.14＝1,746mm 

 

 今回の結果としてはやや細いと言う気がしているが、求め方としては良いのではと思っ

ている。今後事例が増えれば更に精度は増すであろう。また針葉樹、常緑広葉樹、落葉広

葉樹に分けてそれぞれを算出すればより面白い結果が出るのではないかと考えている。大

径木の樹齢がわかる樹があれば教えて欲しい。 

 

 

 


